
 

第1号様式(第6条関係) 

審査基準・標準処理期間整理票 

処分の内容 道路内建築制限ただし書き許可（自動車専用道路等） 

根拠法令及び条項 建築基準法第４４条第１項第３号 

審
査
基
準 

■有(第3条第1項に該当する場合を含む。) 

□無(根拠：第3条第2項第 号に該当) 

公表 ■する □しない(公表しない場合の根拠：第7条第2項第 号に該当) 

【内容】(※審査基準を公表する場合のみ記載すること。) 

建築基準法施行令第１４５条第１項 

別紙のとおり 

審査基準 

設定年月日 
昭和32年5月15日 

審 査 基 準 

最終変更年月日 
平成17年12月1日 

標準処理期間 

□有(第5条において準用する第3条第1項に該当する場合を含む。) 

  期間(                     ) 

■無(根拠：第5条において準用する第3条第2項第1号に該当) 

標準処理期間 

設定年月日  
平成  年 月  日 

標準処理期間 

最終変更年月日 
平成  年 月  日 

所管部署 都市計画部 建築指導課 

備考  

注 審査基準が法令に具体的に規定されているため審査基準を設定する必要が

ない場合は、その旨及び当該法令の定めを審査基準の内容欄に記載すること。 

 

Administrator
テキストボックス
まちなみ共創部　建築指導課　



 

建築基準法施行令 

（道路内に建築することができる建築物に関する基準等） 

第百四十五条 

 法第四十四条第一項第三号の政令で定める基準は、次のとおりとする。 

一 主要構造部が耐火構造であること。 

二 耐火構造とした床若しくは壁又は特定防火設備のうち、次に掲げる要件を満た

すものとして、国土交通大臣が定めた構造方法を用いるもの又は国土交通大臣の認

定を受けたもので道路と区画されていること。 

  イ 第百十二条第十四項第一号イ及びロ並びに第二号ロに掲げる要件を満たし

ていること。  

  ロ 閉鎖又は作動をした状態において避難上支障がないものであること。  

三 道路の上空に設けられる建築物にあつては、屋外に面する部分に、ガラス（網

入りガラスを除く。）、瓦 、タイル、コンクリートブロック、飾石、テラコッタ

その他これらに類する材料が用いられていないこと。ただし、これらの材料が道路

上に落下するおそれがない部分については、この限りでない。 

２ 法第四十四条第一項第四号の規定により政令で定める建築物は、道路（高度地

区（建築物の高さの最低限度が定められているものに限る。以下この項において同

じ。）、高度利用地区又は都市再生特別地区内の自動車のみの交通の用に供するも

のを除く。）の上空に設けられる渡り廊下その他の通行又は運搬の用途に供する建

築物で、次の各号のいずれかに該当するものであり、かつ、主要構造部が耐火構造

であり、又は不燃材料で造られている建築物に設けられるもの、高度地区、高度利

用地区又は都市再生特別地区内の自動車のみの交通の用に供する道路の上空に設け

られる建築物、高架の道路の路面下に設けられる建築物並びに自動車のみの交通の

用に供する道路に設けられる建築物である休憩所、給油所及び自動車修理所（高度

地区、高度利用地区又は都市再生特別地区内の自動車のみの交通の用に供する道路

の上空に設けられるもの及び高架の道路の路面下に設けられるものを除く。）とす

る。 

一 学校、病院、老人ホームその他これらに類する用途に供する建築物に設けられ

るもので、生徒、患者、老人等の通行の危険を防止するために必要なもの 



 

二 建築物の五階以上の階に設けられるもので、その建築物の避難施設として必要

なもの 

三 多数人の通行又は多量の物品の運搬の用途に供するもので、道路の交通の緩和

に寄与するもの 

３ 前項の建築物のうち、道路の上空に設けられるものの構造は、次の各号に定め

るところによらなければならない。 

一 構造耐力上主要な部分は、鉄骨造、鉄筋コンクリート造又は鉄骨鉄筋コンクリ

ート造とし、その他の部分は、不燃材料で造ること。 

二 屋外に面する部分には、ガラス（網入ガラスを除く。）、瓦、タイル、コンク

リートブロック、飾石、テラコッタその他これらに類する材料を用いないこと。た

だし、これらの材料が道路上に落下するおそれがない部分については、この限りで

ない。 

三 道路の上空に設けられる建築物が渡り廊下その他の通行又は運搬の用途に供す

る建築物である場合においては、その側面には、床面からの高さが一・五メートル

以上の壁を設け、その壁の床面からの高さが一・五メートル以下の部分に開口部を

設けるときは、これにはめごろし戸を設けること。 

 




